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９．園や学校での専門家（例えばSSW ，SCなど）による支援　 　　　　　 





















人数 ％ 人数 ％
職種 保育士 121 56.8% 性別 男性 263 38.5%
（保育施設） 教諭 45 21.1% 女性 412 60.2%
事務職員 6 2.8% 未記載 9 1.3%
管理職 13 6.1% 年齢 20歳代 73 10.7%
その他 28 13.1% 30歳代 114 16.7%
職種 教諭 191 67.5% 40歳代 261 38.2%
（小学校） 養護教諭 13 4.6% 50歳代 194 28.4%
特別支援学級教諭 35 12.4% 60歳代 37 5.4%
管理職 24 8.5% 70歳代 1 0.1%
事務職員 16 5.7% 未記載 4 0.6%
栄養教諭 2 0.7%
その他 2 0.7%
職種 教諭 125 66.5%



























































































７．どういう支援機関や地域資源があるのか自分が知らないこと　 .98 .08 .14 .98
６．貧困状況にある家庭支援への支援制度等について自分が知らな
いこと　 .86 .08 .21 .79
８．支援者や支援機関との連携 .65 .24 .24 .53
第２因子　保護者や子どもとの信頼関係の構築（α=.79）
４．子どもと信頼関係をつくっていくこと  .08 .93 .10 .88
２．保護者と信頼関係をつくっていくこと　 .15 .68 .12 .50
第３因子　保護者や子どもと経済的困窮について話題にすること 
（α=.66）
１．保護者と貧困や経済的困窮について話題にすること   .28 .02 .77 .68
３．子どもと貧困や経済的困窮について話題にすること　　 .11 .17 .65 .46
因子寄与 2.23 1.42 1.16 4.79






第１因子   貧困状況に関する知識やそれらを話題にすること（α=.86）
７．どういう支援機関や地域資源があるのか自分が知らないこと .95 -.01 .92
６．貧困状況にある家庭支援への支援制度等について自分が知らな
いこと　 .88 .07 .79
８．支援者や支援機関との連携  .75 .25 .65
１．保護者と貧困や経済的困窮について話題にすること .51 .19 .26
第２因子　保護者や子どもとの信頼関係の構築　（α=.65）
４．子どもと信頼関係をつくっていくこと     .04 .87 .54
２．保護者と信頼関係をつくっていくこと　 .06 .67 .69






























いこと　 .91 .12 .84
７．どういう支援機関や地域資源があるのか自分が知らないこと　 .89 .16 .81
８．支援者や支援機関との連携   .69 .32 .57
１．保護者と貧困や経済的困窮について話題にすること   .58 .17 .37
３．子どもと貧困や経済的困窮について話題にすること　 .53 .23 .33
第２因子　保護者や子どもとの信頼関係の構築（α=.83）
２．保護者と信頼関係をつくっていくこと .25 .84 .77
４．子どもと信頼関係をつくっていくこと     .16 .74 .58
































提供 .84 .20 .80
７．子どもへの園や学校以外での学習等の機会の提供　 .77 .29 .61
第２因子 　親や家族への生活を踏まえた支援 （α=.65）
１．家庭への経済的支援   .16 .65 .46
12．親の就労の支援  .24 .60 .40
２．家庭の貧困や経済的困窮を相談できる窓口の設定や充実　 .25 .54 .36
３．訪問による早期発見や生活支援　　　 .17 .51 .30
























































Table 9　貧困家庭における自身の業務の必要性の有無別の平均値，SD およびt 検定結果
必要 不要 差の検定
平均値 SD 平均値 SD t 値
「全体」
２．保護者と信頼関係をつくっていくこと　 3.25 0.98 2.94 0.98 -2.62 **






２．保護者と信頼関係をつくっていくこと　 3.40 0.98 2.87 0.92 -2.41 *
５．貧困状況にある家庭支援への支援制度が少ないこと 3.42 0.83 2.93 0.64 -2.80 **
７．どういう支援機関や地域資源があるのか自分が知
らないこと　 3.62 0.99 3.26 0.63 -1.80 *
＊P ＜.05，＊＊P ＜.01
12 飯田：子どもの貧困における保育者および教職員の意識調査（第２報）
ではあるが，吉住（2019c）や加藤（2019）の見解をふまえ，自分事として，子どもの貧困に
ついて取り組んでいく責任と覚悟が，保育者や教職員に求められるといえ，本調査対象者は，
そのような強い気持ちを持っている方々が多いと感じられた。
　今後の課題として，各職種による貧困の捉え方などの検討，地域性を考慮した分析を試みる
ことといえる。
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